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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月11日(2014.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芳香族環を構造の少なくとも一部に含む、π－電子共役系からなる電荷輸送性分子ユニ
ットＡと；該分子ユニットＡに結合した、ＯＨ基を有する側鎖Ｓを少なくとも１個有する
有機半導体材料であって；
　前記有機半導体材料の分子が、伝導に適した方向に配向することが可能であることを特
徴とする有機半導体材料。
【請求項２】
　前記有機半導体材料が、コア部にπ－電子共役系を含む液晶性を示す材料である請求項
１に記載の有機半導体材料。
【請求項３】
　前記有機半導体材料が、ネマチック相より高次の液晶相を示す液晶材料である請求項２
に記載の有機半導体材料。
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【請求項４】
　液晶相において、ＩＴＯ電極を有する液晶セル内に配置した際に、１０５Ｖ／ｃｍの電
界強度で１０－５Ａ／ｃｍ２以上の電流密度を示す請求項１～３のいずれか１項に記載の
有機半導体材料。
【請求項５】
　前記電荷輸送性分子ユニットＡに結合した、環状構造ユニットＢを有する請求項１～４
のいずれか１項に記載の有機半導体材料。
【請求項６】
　前記側鎖Ｓが、電荷輸送性分子ユニットＡ、および／又は環状構造ユニットＢに結合し
ている請求項５に記載の有機半導体材料。
【請求項７】
　前記有機半導体材料の「ネマチック相より高次の液晶相」が、Ｎ相、ＳｍＡ相およびＳ
ｍＣ相以外の相である請求項３に記載の有機半導体材料。
【請求項８】
　前記「Ｎ相、ＳｍＡ相およびＳｍＣ相以外の相」が、ＳｍＢ，ＳｍＢcryst、ＳｍＩ、
ＳｍＦ、ＳｍＥ、ＳｍＪ、ＳｍＧ、ＳｍＫ、およびＳｍＨからなる群から選ばれる液晶相
である請求項７に記載の有機半導体材料。
【請求項９】
　前記有機半導体材料を結晶相から昇温させた際に、前記「Ｎ相、ＳｍＡ相およびＳｍＣ
相以外の相」が、結晶相に隣接して現れる請求項７または８に記載の有機半導体材料。
【請求項１０】
　前記「伝導に適した方向」が、サンドイッチ型に電極を配置した際に、該有機半導体材
料の分子の電荷輸送性分子ユニットＡが該電極表面に水平配向することである請求項１に
記載の有機半導体材料。
【請求項１１】
　前記「伝導に適した方向」が、プレーナー型に電極を配置した際に、有機半導体材料の
分子の電荷輸送性分子ユニットＡが該電極表面に垂直配向することである請求項１に記載
の有機半導体材料。


	header
	written-amendment

